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第３章 幸福感と幸福実感指標の現状に関する分析 P.71  
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県民の幸福感を高めるための政策を検討するためには、第１章及び第２章の現状のうち、回答者全体

では第１回や前回調査から幸福感が高くなっているにもかかわらず、幸福感や幸福実感指標が低くなっ

た属性や指標に着目し、原因を探ることが効果的です。 

この章では、幸福感や幸福実感指標が低くなった属性と指標に着目し、分析の視点と政策の示唆につ

ながる主なデータを示すとともに、幸福実感向上に向けた政策の示唆を提示します。 

 

 

 

 

○ 「農林水産業」の幸福感が前回調査から低くなった理由は？  

 (1) 分 析 

第１回調査と比べ幸福感が有意に低くなっている属性はありませんが、前回調査と比べると農林水

産業（n = 131）の幸福感だけが有意に低くなっています（図表3-1-1）。 

 

【凡例】  

       黒色：幸福感が前回調査より高く、かつ統計的に有意な差がある属性項目 

灰色：幸福感が前回調査より低く、かつ統計的に有意な差がある属性項目 

白色：幸福感が前回調査と比べ、統計的に有意な差が認められない属性項目 

    

 

 

図表3-1-1 幸福感の前回調査との差（属性項目別） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

    第１節 幸福感の現状に関する分析 
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農林水産業の幸福実感指標「３ 必要な福祉サービスが利用できている」（福祉）及び「14 働き

たい人が仕事に就き、必要な収入を得ている」（雇用）の前回調査との差を分析したところ、農林水

産業の福祉及び雇用に関する幸福実感指標は、いずれも実感が低く（実感していない層が高く）なっ

ています（図表3-1-3、図表3-1-4）。 

 

 

図表3-1-3 農林水産業の福祉及び雇用に関する幸福実感指標（今回調査と前回調査） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図表3-1-4 農林水産業の福祉及び雇用に関する幸福実感指標の前回調査との差 

 

【凡例】  

  １ 各項目の上側のグラフ：実感している層の割合の変化 

    各項目の下側のグラフ：実感していない層の割合の変化 

  ２     黒色：実感している層又は実感していない層が前回調査より高く、かつ統計的に有意な差がある項目 

白色：実感している層又は実感していない層が前回調査と比べ、統計的に有意な差が認められない項目 
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介護が必要な人がいる 介護が必要な人はいない 不明

40 歳代の 600 万円以上の自由記述意見を確認したところ、介護、社会保障、将来に関する不安・

要望などの意見がありました（図表3-2-4）。 

 

 

図表3-2-4 40歳代の600万円以上の福祉に関する自由記述意見例 

◎ 介護に関する不安・要望 

 ・介護施設の整備やサービスの充実に取り組んでほしい。 

 ・介護の仕事をしている。老人介護ばかり重点を置いているが、障がい者の方にもっと目を向けてほしい。介護保険を

使えない障がい者は、福祉用具を実費で買っているため、レンタルシステムをいれてもらいたい。 

◎ 社会保障全般に関する不安・要望 

 ・社会保障については、外国の方が充実している。外国では税金負担など大きいが、それに対する見返りがそれ以上に

大きい。 

 ・欧州のような社会保障が実現できる社会、資本主義・社会主義がバランスよく混合する社会にしてほしい。 

◎ 将来に関する不安 

・自分が年老いたときのことを考えて、安心していられるかというと、まだまだ不安なことが多いような気がする。 

 

 

 

  自由記述意見で、介護に関する記述が複数あったことから、回答者全体の介護が必要な人がいる層

の前回調査からの変化をみてみると、介護が必要な人がいる層は高くなっています（図表3-2-5）。 

 

 

図表3-2-5 介護が必要な人がいる割合の前回調査からの変化 
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